








































































































































































































東真江、石川久美子、上野勝之、内田澪子、大橋直義、尾崎勇、追塩千尋、加藤友康、川上知里、木下華子、小峯和明、佐野愛子 佐藤信、関幸彦 五月女肇志、曾根正人、多田伊織、蔦尾和宏、中村康夫 野上潤一 野本東生 樋口大祐、藤本孝一、
 古橋信孝、保立道久、前田雅之、松薗
斉、三舟隆之 山下克明 横田隆志、白雲飛、荒木浩、井上章一、呉座勇一、中町美香子 谷口雄太、龔婷
︹海外共同研究員名︺















































間次彦、松野敏之、石川洋、澤井啓一、渡邊義浩、前田勉、渡辺美季、平野千果子、中純夫、古勝隆一、茂木敏夫、井上章一 瀧井一博 ジョン・ブリーン 松田利彦劉建輝、榎本渉、フレデリック・クレインス、マルクス・リュッターマン、佐野真由子、山村奨
︹海外共同研究員名︺






































































































































































































































































































































































飯倉洋一、伊藤慎吾、上野友愛、岡田圭介、河東仁、恋田知子、河野貴美子、河野至恩、合山林太郎、齋藤真麻理竹村信治、中野貴文、中前正志、野網摩利子、三戸信惠、箕浦尚美、山本陽子 渡部泰明、渡辺麻里子 マラル・アンダソヴァ、石上阿希、呉座勇一、李愛淑、土田耕督、徳永誓子、漆崎まり ゴウランガ・チャラン・プラダンチャン・ティ・チュン・トアン リア・トドロヴァ・ペトコヴァ
︹海外共同研究員名︺
楊暁捷、山藤夏郎、李愛淑
︹研究発表︺二〇一六年五月一四日
李
　
愛淑﹁古典の翻訳︱大衆性と視覚性を問う﹂
二〇一六年五月一 日
荒木
　
浩﹁投企する古典性︱
P
rojecting 
C
lassicism
なるプ
ロジェクトをめぐって﹂
︿第二回研究会﹀
コメント
　
上野善道
二〇一六年八月三一日
児玉
　
望﹁核はなくなるのか～祖語アクセント再建仮説が
説明してきたこととしなかったこと～﹂
狩俣繁久﹁日琉祖語はどのように語られてきたか﹂トマ・ペレール﹁琉球諸語の下位分類﹂コメント＋ディスカッション
　
上野善道
︿第四回研究会﹀二〇一六年九月一七日
長田俊樹﹁戦後の日本語系統論︱安田徳太郎のレプチャ語
起源説を中心に﹂
福井
　
玲﹁金沢庄三郎による日本語と韓国語の比較研究﹂
安田敏朗﹁小倉進平の朝鮮語研究﹂
二〇一六年九月一八日
伊藤英人﹁古代朝鮮半島諸言語に関する河野六郎説の整理﹂杉山
　
豊﹁アクセント史資料としての伝統声楽
︱
朝鮮語
の場合
︱
﹂
70
二〇一六年七月二三日
ゴウランガ・チャラン・プラダン﹁外国における﹃方丈
記﹄の受容
︱
夏目漱石の﹃英訳方丈記﹄をめぐって
︱
﹂
マラル・アンダソヴァ﹁カザフスタンにおける日本神話の
受容
︱
現状と課題﹂
今後の予定
　
大衆文化キックオフシンポなど
山藤夏郎﹁ ︿古典性﹀再考
︱
台湾の﹃國文﹄教育を参照
事例として
︱
﹂
二〇一六年七月二四日
伊藤慎吾﹁ライトノベルと怪談資料﹂
 
︵文責：研究協力課︶
基礎領域研究
韓国語運用の応用︵継続︶代表者
　
松田利彦
概
　
要
　
研究その他の業務で韓国語を必要とするものに対
し、会話、読解、聴解の習得を目指した授業を行う。
古記録学基礎研究︵継続︶代表者
　
倉本一宏
概
　
要
　
日本前近代の根幹的史料である古記録の解読を、原
本や写本の見方・扱い方も含めて考えていく。大学院生・教職員・他大学の院生・研究者の参加も歓迎する。
フランス語基礎運用︵初級︶ ︵継続︶代表者
　
稲賀繁美
概
　
要
　
初心者を対象として、初歩の運用能力を実践的に身
に付ける。教科書としては当該年度のＮＨＫラジオ講座教材の準備を参加者各自にお願いする。他の教材は現場で提供する。
フランス語読解補助・論文作成指南︵中級︶ ︵継続︶代表者
　
稲賀繁美
概
　
要
　
中級以上の実務能力開発、論文作製の手ほどきをす
る。教材については、受講生との相談のうえで決定する。
中世文学講読︵継続︶代表者
　
荒木
　
浩
概
　
要
　
中世文学の影印本の読解を軸に、古典テクストの研
究方法を考察する。
